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生体において一層の膜組織がニ層に分離した結果，それを有する臓器の重篤な
機能障害を惹起する病変は，中枢的な構成要素が膜構造をなしている眼球にのみ
特有であり，その代表例として網膜が網膜神経上皮層と網膜色素上皮層の聞で分
離する網膜剥離をまず指摘することができる。一方，発生学的に単一体であるは
ずの網膜神経上皮層も病的状態では二層に分離し， retinoschisis (網膜分離症)
とよばれている。そのうちで老人性，すなわち senileretinoschisisは最も頻度
が高く，後天性で，網膜周辺部に原発し，それ自体による視覚障害と続発してお
こる網膜剥離との関連において注目される眼疾患である。しかし clinicalentity 
としての歴史は新しく，注目されるようになったのはつい最近の1960年代以後の
ことである。このことからも推察できるように本疾患の病態は未だ不明な部分が
多い。
本書はこの senileretinoschisisの病理組織学的な形態を解説したモノグラフ
である。著者は Munchen大学眼科学教室の Priv.-Doz.Dr. Wolfgang Gott-
ingerで，資料となった研究材料は630眼の屍体眼球から実体顕微鏡を使って見
出した30眼の senileretinoschisisである。これらを光顕及び電顕で観察してい
るが，特に走査型電顕写真は特筆に価いし，本書のセーlレスポイントといってよ
い。著者は以上から得られた50枚の美しい写真及び 3枚の図と 7つの表を55頁の
本文中に要領よく配して本疾患の発症から終末像までの全経過を簡潔にまとめて
いる。
その内容は senileretinoschisisの前段階である peripheralcystoid degen-
eration (周辺性類嚢胞変性) (第 6章)から始まる。 この章は頁数が最大で著者
が最も力点を置いており，特に目立つのはこの病変を走査型電顕写真で示してい
る点である。このおかげで読者は，従来の平面的な光顕では得られなかった迫力
で組織構造を理解できるのである。すなわち peripheralcystoid degeneration 
は周辺部網膜の外網状層や内頼粧層に生じた無数のトンネル状の小膝とそれらを
画する無数の支柱から成立つている。著者は小腔に存在する液体は網膜毛細血管
に由来し，支柱は神経軸索突起や Muller細胞に由来すると解している。そのI
進行はやがて支柱が崩壊し小腔が融合拡大して大きい腔を作ってゆくことによっ
てなされ，腔の水平的な広がりが支柱の長さを越えた時に始めて retinoschisis
とよぶと定義している(第7章)。その完成した形態は網膜神経上皮層が網膜血
管を有するうすく透明な内層と外層の二層に分離し，その聞に液体の充満した大
きな腔を擁している状態である(第 8章)また外層には裂孔形成を認め， その 
pathogenesisにもふれている(第 9章)。その他自然寛解(第10章)や，網膜剥
離の高頻度の合併についても記載されている(第11章)。
以上の如く本書は senileretinoschisisのみをとりあつかった専門書で、はある
が，読みやすく，理解しやすいので，専門的な研究者ばかりではなく，網膜病変
の病理形態学に興味を持たれる諸兄の入門書としても役立つので、はないかと思わ
れ る。(飯島幸雄)
〔千葉医学 56，100，1980) 
